春の会員交流会（２０２４．５．６）
総会に引き続いて春の会員交流会をＺＯＯＭにて、13名の参加のもと行ないました。
幼少期から成人期の幅広い世代、かつ知的にも軽度から重度まで幅広い当事者さんの
親御さんが参加され、個別具体的な多様な困り感をお互い共有し合いました。
生活自立や就労に向けた取り組み、親亡き後の住まいや金銭管理の手立て等々色んな
話題が出ましたが、お互いのケースを参照し合うことで視野を広げて捉え直す機会に
もなったのではと思います、
今回はＺＯＯＭでの限られた交流となりましたが、こうした多様な困り感を認識しつつ、
本年度事業も展開してまいりますので、引き続きよろしくお願いいたします。
＜参加者からの感想＞
· 親だけで子どものことを抱え込むのでなく良い支援者に如何に巡り合えて対処していくかという視点は、親が何とかしなければと考え、時に息詰まりがちな親の状況
にとって、大事な視点だと思いました。
成年後見人への具体的な対処をされている方の話はぜひ一度具体的に聞いてみたいと思います。
· 本日はオンラインの会員総会・交流会に参加させていただきありがとうございました。

　　　おかげさまで、各会員の方々の状況と課題、取り組みなどに接することができ、
たいへん勉強になるとともに励みにもなりました。　支援を必要とする人の持つ
課題やライフステージごとに、実にさまざまなニーズがあるということも、改めて
実感しました。
　　　今日の交流でもすでにある程度の言及がありましたが、各自の経験から、「この自治
体/医療機関/支援事業所(など)では、こんな良いサポートをしている」というよう
な、各地の優れた取り組み(good practice)の紹介・共有を今後さらに協会として
進めていければと願っております。　本日は貴重な機会を設けていただいたことに
改めて感謝申し上げます。
· 会員の想いを聞ける楽しい時間です。とっても貴重。
· 会員交流会に参加させていただきました。オンラインでの開催ですが、自分の家庭に近い課題や困りごとを抱えた方とのお話しは普段には得ることが出来ない、なんとも表現が難しい「安心感」を得られます。中には課題や困りごとが「ほぼ同じ」方がおられたり、「ほぼ同じ」課題を既に克服された先輩がいらっしゃったり、みんな自分の子供の将来を心配しての自閉症協会への参画だと思いますが、専門家の先生のご講演などには出席できなくても、とても意義ある会話が出来たりして有意義だと改めて思いました。
· 本日はありがとうございました。皆様の近況が伺えて勉強になりました。
私どもの親亡き後を考えての任意後見の事等は、専門的な方々のご説明の上で、
実施例としてお話しする方が賢明かと思いました。行事の折に、私どもの話しが
皆さまの参考になるような機会がございましたら　とも思っています。
· 初めて交流会に参加しました。様々な年齢の子供さん関係のお話を聞けてよかったです。また、それぞれの会員の方の今の悩みなど皆様で共有できてとても有意義でした。滋賀県自閉症協会が前よりも近く親しみやすい印象にかわりました。ありがとうございました。
· 本日はありがとうございました。我が家の日々の困り事が一番大変だと思っていましたが、他の方の困り事も様々で、色々と大変だなあと感じました。また対面でのイベントに参加して、いろいろな方と意見交換をして、お互いの困り事を少しでも軽減できるようになればと思います。
· 参加者さんから、情報をたくさん頂きました。制度のことや事業所のことなど自分にない視点から教えて頂きありがたかったです。専門家の方が「親の会に入っている方は強みがあると感じる」と言われた意味はこういうことかなと思いました。情報をどう扱うかの提言も頂き、一緒に考えたいなと思いました。
